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(57)【要約】
【課題】既存のシステムにわずかな変更を加えるだけで
、出金の予約・実行を迅速かつ確実に行える出金システ
ムを実現する。
【解決手段】出金システム１００は、スマートフォン１
と、ＡＴＭ２と、ネットバンキングサーバ３と、ホスト
コンピュータ４とを備える。出金予約時には、スマート
フォン１をネットバンキングサーバ３に接続し、所定の
操作を行うと、スマートフォン１に出金予約画面が表示
される。この画面で予約金額を入力すると、当該金額が
ホストコンピュータ４へ送信され記録される。ホストコ
ンピュータ４は残高を更新し、更新残高を予約金額とと
もにスマートフォン１へ送信する。出金実行時には、ス
マートフォン１をＡＴＭ２にタッチすると、スマートフ
ォン１に記録されている口座情報が読み取られ、ホスト
コンピュータ４で口座番号の一致および予約金額の記録
が確認されると、ＡＴＭ２より予約金額に相当する現金
が出金される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者が所有する携帯機と、
　前記携帯機に記録されている口座情報を読み取る読取部を備えた取引処理装置と、
　前記携帯機と第１の通信回線を介して接続されるネットバンキングサーバと、
　前記取引処理装置と第２の通信回線を介して接続され、前記ネットバンキングサーバと
連動するホストコンピュータと、を備え、
　前記取引処理装置で出金する前の出金予約時において、
　前記携帯機は、前記ネットバンキングサーバへアクセスし、
　前記ネットバンキングサーバは、前記携帯機に対応する口座情報を前記ホストコンピュ
ータへ送信し、
　前記ホストコンピュータは、前記口座情報に基づいて、当該口座の残高を前記ネットバ
ンキングサーバを経由して前記携帯機へ送信し、
　前記携帯機は、前記残高が示された出金予約画面を表示して、前記取引処理装置で出金
する金額の入力を受け付け、入力された出金金額を予約金額として前記ネットバンキング
サーバを経由して前記ホストコンピュータへ送信し、
　前記ホストコンピュータは、前記予約金額を記録するとともに、当該予約金額に基づい
て前記口座の残高を更新し、
　前記取引処理装置での出金実行時において、
　前記取引処理装置は、前記読取部により、前記携帯機に記録されている口座情報を読み
取り、読み取った口座情報を前記ホストコンピュータへ送信し、
　前記ホストコンピュータは、前記口座情報の照合結果が正常で、かつ前記予約金額が記
録されている場合に、当該予約金額を出金金額として前記取引処理装置へ送信し、
　前記取引処理装置は、前記ホストコンピュータから受信した前記出金金額に基づいて、
出金処理を実行することを特徴とする、携帯機を用いた出金システム。
【請求項２】
　前記出金予約時において、前記ホストコンピュータは、前記口座の更新後の残高を、前
記ネットバンキングサーバを経由して前記携帯機へ送信し、
　前記携帯機は、前記更新後の残高を前記予約金額とともに予約完了画面に表示すること
を特徴とする、請求項１に記載の携帯機を用いた出金システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用者が所有するスマートフォンなどの携帯機を用いて、銀行やコンビニエ
ンス・ストアなどに設置されているＡＴＭ（Automatic Teller Machine）などの取引処理
装置から現金を出金するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＡＴＭで現金を出金する場合、各金融機関が発行したキャッシュカードをＡＴＭに挿入
し、暗証番号や出金金額を入力するのが一般的である。また、近年では、利用者側の端末
装置と銀行側のホスト装置とをネットワークで接続し、端末装置で所定の操作を行うこと
で各種の取引を可能にした、ネットバンキングも普及している。しかし、ネットバンキン
グでは、現金をその場で出金することができないので、現金が直ちに必要な場合は、ＡＴ
Ｍの設置場所まで行って、キャッシュカードを用いて出金操作を行うことになる。
【０００３】
　キャッシュカードには、利用者の口座番号等が記録されているが、口座番号はカード発
行元の金融機関毎に異なるため、複数の金融機関に口座を開設している利用者は、カード
を何枚も保有する必要がある。このため、財布やバッグがかさばってしまうという不便さ
があるとともに、ＡＴＭを利用する際には、そのＡＴＭに適合したカードを選んで挿入す
る必要がある。また、多数のカードを管理することは、利用者にとって煩雑である。
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【０００４】
　さらに、ＡＴＭにおいてカードで出金する場合、暗証番号や出金金額の入力が必要であ
り、また、口座の残高が不足している場合は金額の再入力が必要となるため、利用者にと
っては処理時間や待ち時間が長くなり、金融機関にとってもＡＴＭの稼働率が低下する。
【０００５】
　そこで、ＡＴＭでの出金に先立って、利用者がＡＴＭとは別の端末装置で暗証番号や出
金金額を入力する出金予約処理を行い、ＡＴＭでの出金時に暗証番号や出金金額の入力を
省けるようにした出金システムが提案されている。
【０００６】
　たとえば、特許文献１では、ＡＴＭ本体とは別に複数の端末機を設け、利用者は、まず
この端末機で所定の操作を行って、暗証番号や出金金額などの取引データを入力する。入
力された取引データは、利用者が保有するカードに記録される。その後、利用者はＡＴＭ
の設置場所へ移動し、ＡＴＭにカードを挿入する。すると、カードに記録されている取引
データが読み取られ、利用者があらかじめ入力した出金金額に相当する現金がＡＴＭから
出金される。
【０００７】
　このシステムでは、出金予約処理と出金実行処理とを分離したことで、ＡＴＭでの出金
時に暗証番号や出金金額などの入力が不要となり、処理時間や待ち時間が大幅に短縮され
るとともに、ＡＴＭの稼働率も向上する。しかし、その一方で、出金予約時に端末機で入
力された取引データをカードに記録するため、ＡＴＭでの出金実行時にカードが必要にな
るという難点がある。
【０００８】
　出金予約処理と出金実行処理とを分離した出金システムは、特許文献２にも示されてい
る。特許文献２では、利用者が携帯電話機などの端末機を用いて出金予約を行うと、当該
予約内容がホスト装置に送信され記憶される。そして、出金実行時には、利用者がＡＴＭ
にカードを挿入し暗証番号を入力すると、ホスト装置において認証が行われ、認証結果が
正常であれば、ホスト装置からＡＴＭへ出金予約内容が送信され、予約した額の現金がＡ
ＴＭから出金される。しかるに、このシステムでは、出金実行時にＡＴＭで暗証番号を入
力する必要があり、また、出金実行時にカードを必要とする点では、特許文献１と変わり
がない。
【０００９】
　これに対し、特許文献３には、出金予約処理と出金実行処理とを分離し、かつキャッシ
ュカードを不要にした出金システムが示されている。本システムでは、利用者が携帯電話
機などの端末機において出金予約を行うと、当該予約内容とともに、端末機を特定するた
めの端末証明書がホスト装置に送信され記憶される。そして、出金実行時には、利用者が
端末機をＡＴＭに有線または無線で接続すると、ホスト装置が端末証明書に基づいて予約
出金額を特定し、これをＡＴＭへ送信する。これにより、利用者は出金予約を行った端末
機を用いてＡＴＭで現金を受け取ることができ、キャッシュカードが不要となる。
【００１０】
　しかしながら、特許文献３のシステムでは、出金予約に用いる端末機をあらかじめ金融
機関に登録しておく必要があるため、利用者にとっては煩雑であり、ホスト装置のデータ
量も増大する。また、端末機とＡＴＭとホスト装置との間で、端末証明書のやりとりが複
数回行われるため、通信手順が複雑となって処理時間も長くなる。さらに、端末機での出
金予約時に、口座残高を超える金額の出金額を予約すると、ＡＴＭでの出金実行時に現金
支払いが不可能となり、利用者はＡＴＭであらためて出金処理を行わなければならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開昭６０－２４５０８１号公報
【特許文献２】特開２０１１－６０２５７号公報
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【特許文献３】特開２００５－１１５８６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、既存のシステムにわずかな変更を加えるだけで、出金予約処理および出金実
行処理を簡単に行える出金システムを実現することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る出金システムは、利用者が所有する携帯機（たとえばスマートフォン）と
、取引処理装置（たとえばＡＴＭ）と、ネットバンキングサーバと、ホストコンピュータ
とから構成される。取引処理装置は、携帯機に記録されている口座情報を読み取る読取部
を備えている。ネットバンキングサーバは、携帯機と第１の通信回線（たとえばインター
ネット）を介して接続される。ホストコンピュータは、取引処理装置と第２の通信回線（
たとえば専用回線）を介して接続され、また、ネットバンキングサーバと連動する。
【００１４】
　取引処理装置で出金する前に行われる出金予約処理の手順は、以下のとおりである。ま
ず、携帯機でネットバンキングサーバへアクセスする。ネットバンキングサーバは、携帯
機に対応する口座情報をホストコンピュータへ送信する。ホストコンピュータは、この口
座情報に基づいて、当該口座の残高をネットバンキングサーバを経由して携帯機へ送信す
る。携帯機は、その残高が示された出金予約画面を表示して、取引処理装置で出金する金
額の入力を受け付け、入力された出金金額を予約金額としてネットバンキングサーバを経
由してホストコンピュータへ送信する。ホストコンピュータは、予約金額を記録するとと
もに、当該予約金額に基づいて口座の残高を更新する。
【００１５】
　取引処理装置で出金する際の出金実行処理の手順は、以下のとおりである。まず、取引
処理装置は、読取部により携帯機に記録されている口座情報を読み取り、読み取った口座
情報をホストコンピュータへ送信する。ホストコンピュータは、口座情報の照合結果が正
常で、かつ予約金額が記録されている場合に、当該予約金額を出金金額として取引処理装
置へ送信する。取引処理装置は、ホストコンピュータから受信した出金金額に基づいて、
出金処理を実行する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ネットバンキングサーバを利用して携帯機で出金予約を行い、当該サ
ーバと連動するホストコンピュータで予約金額を記録し、出金実行時には、携帯機の口座
情報を取引処理装置に読み取らせることで、ホストコンピュータから送信される出金金額
（予約金額）の現金が、取引処理装置から放出される。すなわち、本発明では、携帯機と
ネットバンキングサーバとホストコンピュータとの連係動作により出金予約処理が行われ
、次に、その携帯機と取引処理装置とホストコンピュータとの連係動作により出金実行処
理が行われる。したがって、既存のバンキングシステムを利用し、取引処理装置に口座情
報の読取部を付加するだけで、出金の予約処理と実行処理を簡単に行うことができる。
【００１７】
　また、出金予約を行う際に、携帯機に口座の残高が表示されるので、残高を超える金額
の出金額を予約することを回避でき、出金額の入力ミスによりＡＴＭであらためて出金処
理を行う煩わしさから解放される。さらに、特許文献３のように、携帯機をあらかじめ金
融機関に登録しておく必要がなく、また、端末証明書も不要なため、携帯機と各サーバの
相互間の通信手順が簡単となり、処理時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態を示すシステム構成図である。
【図２】携帯機の構成例を示すブロック図である。
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【図３】ＡＴＭの構成例を示すブロック図である。
【図４】出金予約処理の手順を示すフローチャートである。
【図５】出金実行処理の手順を示すフローチャートである。
【図６－１】出金予約時に携帯機に表示される画面の例である。
【図６－２】出金予約時に携帯機に表示される画面の例である。
【図７】出金実行時にＡＴＭに表示される画面の例である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は、本発明による出金システムの一例を示している。図１において、出金システム
１００は、携帯機１と、取引処理装置２と、ネットバンキングサーバ３と、ホストコンピ
ュータ４とから構成される。
【００２０】
　携帯機１は、利用者が所有する端末装置であって、本例ではスマートフォンから構成さ
れている。以下では、携帯機１をスマートフォン１と表記する。取引処理装置２は、利用
者の操作によって入出金や振込などの取引が行われる端末装置であって、本例ではＡＴＭ
から構成されている。以下では、取引処理装置２をＡＴＭ２と表記する。ネットバンキン
グサーバ３は、利用者がネットバンキングシステムを利用して、オンラインで所定の取引
を行うための装置であって、顧客情報データベース５を備えている。ホストコンピュータ
４は、各利用者ごとに、ＡＴＭ２やネットバンキングでの取引結果を記録したり、口座残
高を更新したりする装置であって、勘定系マスタデータベース６を備えている。
【００２１】
　スマートフォン１とネットバンキングサーバ３とは、第１の通信回線であるインターネ
ット７を介して接続されている。ＡＴＭ２とホストコンピュータ４とは、第２の通信回線
である専用回線８を介して接続されている。また、ネットバンキングサーバ３とホストコ
ンピュータ４とは、専用回線９を介して接続されており、両者が連動するようになってい
る。ネットバンキングサーバ３、ホストコンピュータ４、顧客情報データベース５、およ
び勘定系マスタデータベース６は、金融機関に設けられていて、センター装置１０を構成
している。
【００２２】
　図２は、スマートフォン１の構成例を示している。スマートフォン１には、制御部１１
、操作部１２、表示部１３、通信部１４、通話部１５、近距離無線部１６、および記憶部
１７が備わっている。制御部１１はＣＰＵなどから構成され、スマートフォン１の各部を
制御する。操作部１２は、スマートフォン１の本体に設けられたスイッチやボタンなどか
ら構成される。表示部１３は、スマートフォン１の本体に設けられたＬＥＤランプやタッ
チパネル画面から構成される。通信部１４は、ネットワークに接続されてデータやコンテ
ンツなどの送受信を行う。図１のインターネット７も、この通信部１４と接続される。通
話部１５は、電話回線に接続されて電話の発信や着信を行う。近距離無線部１６は、たと
えばBlue Tooth（登録商標）などの近距離無線通信により、ＡＴＭ２と通信を行う。記憶
部１７は、制御部１１の制御プログラムや各種のデータが格納された半導体メモリから構
成される。この記憶部１７には、スマートフォン１を保有する利用者の口座情報（金融機
関名、店番、口座番号など）が記録されている。
【００２３】
　図３は、ＡＴＭ２の構成例を示している。ＡＴＭ２には、制御部２１、操作・表示部２
２、入出金部２３、カード処理部２４、通帳処理部２５、通信部２６、近距離無線部２７
、および記憶部２８が備わっている。制御部１１はＣＰＵなどから構成され、ＡＴＭ２の
各部を制御する。操作・表示部２２は、ＡＴＭ２の本体に設けられたタッチパネル画面か
ら構成される。入出金部２３は、紙幣や硬貨を収納したカートリッジ、紙幣や硬貨の鑑別
を行う鑑別機、紙幣や硬貨を搬送する搬送機構などから構成される。カード処理部２４は
、キャッシュカードなどの情報を読み取るカードリーダや、カードを搬送する搬送機構な
どから構成される。通帳処理部２５は、通帳に印字を行うプリンタや、通帳を搬送する搬
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送機構などから構成される。通信部２６は、図１の専用回線８に接続されて、ホストコン
ピュータ４との間で通信を行う。近距離無線部２７は、スマートフォン１の近距離無線部
１６（図２）と通信を行って、スマートフォン１に記録されている口座情報を読み取る、
読取部として機能する。記憶部２８は、制御部２１の制御プログラムや各種のデータが格
納された半導体メモリから構成される。
【００２４】
　次に、上述した出金システム１００において、ＡＴＭ２で出金する前に行われる出金予
約処理の手順を、図４のフローチャートを参照しながら説明する。
【００２５】
　まず、スマートフォン１で所定の操作を行うことで、インターネット７を介してネット
バンキングサーバ３へアクセスする（ステップＳ１）。ネットバンキングサーバ３は、ス
マートフォン１からのアクセスがあると、スマートフォン１に対してログインを要求する
（ステップＳ２）。ログイン要求を受けたスマートフォン１では、表示部１３にログイン
画面が表示される（ステップＳ３）。
【００２６】
　図６－１の（ａ）は、ログイン画面の一例を示している。ログイン画面５０Ａには、Ｉ
Ｄ入力欄５１、パスワード入力欄５２、ログインボタン５３、キーボード５４などが表示
される。利用者は、キーボード５４を操作して、ＩＤ入力欄５１にＩＤを入力し、パスワ
ード入力欄５２にパスワードを入力した後、ログインボタン５３を押下してログインする
（ステップＳ４）。これにより、スマートフォン１からネットバンキングサーバ３へ、Ｉ
Ｄとパスワードが送信される。ネットバンキングサーバ３は、これらに基づいて顧客情報
データベース５を検索し（ステップＳ５）、ＩＤとパスワードに対応する口座番号を抽出
して、当該口座番号をホストコンピュータ４へ送信する（ステップＳ６）。
【００２７】
　ホストコンピュータ４は、受け取った口座番号に基づいて、勘定系マスタデータベース
６を検索する（ステップＳ７）。そして、当該口座の残高を抽出し、この残高をネットバ
ンキングサーバ３へ送信する（ステップＳ８）。送信された残高の情報は、ネットバンキ
ングサーバ３からさらにスマートフォン１に転送され、スマートフォン１の表示部１３に
出金予約画面が表示される（ステップＳ９）。
【００２８】
　図６－１の（ｂ）は、出金予約画面の一例を示している。出金予約画面５０Ｂには、残
高表示欄５５、予約金額入力欄５６、確認ボタン５７、キーボード５４などが表示される
。利用者は、残高表示欄５５に表示された残高を確認したうえで、キーボード５４を操作
して、ＡＴＭ２から出金したい金額を予約金額入力欄５６に入力する（ステップＳ１０）
。その後、確認ボタン５７を押下すると、入力した予約金額が残高以下の額であるかどう
かが、制御部１１でチェックされ（ステップＳ１１）、予約金額が残高を超えておれば（
Ｓ１１の判定：ＮＯ）、再度、予約金額入力欄５６に出金金額を入力する（ステップＳ１
０）。予約金額が残高を超えてなければ（Ｓ１１の判定：ＹＥＳ）、入力された予約金額
がネットバンキングサーバ３へ送信され（ステップＳ１２）、ネットバンキングサーバ３
から専用回線９を介してホストコンピュータ４へ転送される。
【００２９】
　ホストコンピュータ４では、受信した予約金額が記憶部に記録される（ステップＳ１３
）。この記憶部は、勘定系マスタデータベース６であってもよいし、ホストコンピュータ
４の内部に備わるメモリであってもよい。また、ホストコンピュータ４では、出金予約前
の口座残高から予約金額を減額して、口座残高を更新する（ステップＳ１４）。そして、
更新された残高と予約金額とが、ホストコンピュータ４からネットバンキングサーバ３へ
送信され、さらにネットバンキングサーバ３からスマートフォン１へ転送される。スマー
トフォン１の表示部１３には、更新残高と予約金額とが示された予約完了画面が表示され
る（ステップＳ１５）。
【００３０】



(7) JP 2020-187397 A 2020.11.19

10

20

30

40

50

　図６－２の（ｃ）は、予約完了画面の一例を示している。予約完了画面５０Ｃには、予
約金額表示欄５８、更新残高表示欄５９、確認ボタン５７などが表示される。利用者が確
認ボタン５７を押下すると、スマートフォン１における一連の出金予約処理が終了する。
【００３１】
　次に、ＡＴＭ２で現金を出金する際の出金実行処理の手順を、図５のフローチャートを
参照しながら説明する。
【００３２】
　ＡＴＭ２の操作・表示部２２には、初期状態において、図７（ａ）に示すような取引選
択画面６０Ａが表示されている（ステップＳ２１）。利用者は、最初に、この取引選択画
面６０Ａで出金ボタン６１を押下する（ステップＳ２２）。次に、利用者は、スマートフ
ォン１をＡＴＭ２の読取部にタッチさせる（ステップＳ２３）。ＡＴＭ２の読取部は、前
述したように近距離無線部２７（図３）からなり、スマートフォン１がタッチされると、
スマートフォン１の近距離無線部１６とＡＴＭ２の近距離無線部２７との間で通信が行わ
れ、近距離無線部２７がスマートフォン１に記録されている口座番号を読み取る（ステッ
プＳ２４）。ＡＴＭ２は、読み取った口座番号をホストコンピュータ４へ送信する（ステ
ップＳ２５）。
【００３３】
　ホストコンピュータ４は、ＡＴＭ２から口座番号を受け取ると、勘定系マスタデータベ
ース６を参照して、当該口座番号の照合を行う（ステップＳ２６）。照合の結果、口座番
号が一致しなければ処理を終了し、口座番号が一致すれば、次に、予約金額が記録されて
いるかどうかを確認する（ステップＳ２７）。そして、予約金額が記録されている場合は
（Ｓ２７の判定：ＹＥＳ）、当該予約金額を出金金額としてＡＴＭ２へ送信する（ステッ
プＳ２８）。このとき、出金後の残高も一緒に送信される。その後、ホストコンピュータ
４は予約金額をクリアして（ステップＳ２９）、処理を終了する。
【００３４】
　ＡＴＭ２は、ホストコンピュータ４から出金金額（予約金額）と残高を受信すると、図
７（ｂ）に示すような出金通知画面６０Ｂを、操作・表示部２２に表示する（ステップＳ
３０）。この出金通知画面６０Ｂには、出金される金額を表示する出金金額表示欄６２、
出金後の残高を表示する残高表示欄６３、確認ボタン６４などが表示される。利用者が、
出金金額や残高を確認した後、確認ボタン６４を押下すると（ステップＳ３１）、ＡＴＭ
２で出金処理が実行され（ステップＳ３２）、予約した出金金額に相当する現金が放出さ
れる。
【００３５】
　一方、ステップＳ２７において、予約金額が記録されていない場合は（Ｓ２７の判定：
ＮＯ）、ホストコンピュータ４はそのことをＡＴＭ２に通知し、ＡＴＭ２ではステップＳ
３３～Ｓ４０の処理が行われる。この一連の処理は、ＡＴＭ２における通常の出金処理と
同様であるので、以下では簡単に説明する。
【００３６】
　利用者は、最初に暗証番号と出金金額を入力する（ステップＳ３３）。入力された暗証
番号と出金金額は、ＡＴＭ２からホストコンピュータ４へ送信される（ステップＳ３４）
。ホストコンピュータ４は、勘定系マスタデータベース６を参照して、受信した暗証番号
の照合を行い（ステップＳ３５）、暗証番号が一致しなければ（Ｓ３５の判定：ＮＯ）、
ステップＳ３３に戻り、暗証番号が一致すれば（Ｓ３５の判定：ＹＥＳ）、出金金額が残
高以下であるかどうかを確認する（ステップＳ３６）。出金金額が残高を超えておれば（
Ｓ３６の判定：ＮＯ）、ステップＳ３３に戻り、出金金額が残高以下であれば（Ｓ３６の
判定：ＹＥＳ）、ＡＴＭ２で確認ボタンが押下されるのを待つ。そして、確認ボタンが押
下されると（ステップＳ３７）、ホストコンピュータ４は残高の更新を行って（ステップ
Ｓ３８）、出金金額をＡＴＭ２へ送信し（ステップＳ３９）、ＡＴＭ２で出金処理が実行
される（ステップＳ４０）。
【００３７】
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　以上述べた実施形態によれば、スマートフォン１をネットバンキングサーバ３に接続し
て、スマートフォン１で出金予約を行うことができ、その後、スマートフォン１をＡＴＭ
２にタッチするだけで、予約した金額の現金を受け取ることができるので、利用者の利便
性が大幅に向上する。そして、出金の予約処理は、既存のネットバンキングを利用して行
うことができ、出金の実行処理も、ＡＴＭ２に読取部（本例では近距離無線部２７）を付
加するだけで対応できるので、システムが複雑化することもない。また、出金予約の際に
は、スマートフォン１に口座残高が表示されるので、誤って残高を超える出金額を予約す
ることを回避できる。
【００３８】
　なお、ＡＴＭ２で出金処理が実行される前に、スマートフォン１において、出金予約金
額の変更が行えるようにしてもよい。また、出金予約の時点から一定時間が経過した場合
や、出金予約をした日から日付が変わった場合に、出金予約が自動的にキャンセルされる
ようにしてもよい。
【００３９】
　さらに、１台のスマートフォン１に複数の金融機関の口座情報を記憶しておくことによ
り、それぞれの金融機関のネットバンキング経由での出金予約処理と、ＡＴＭ２での出金
実行処理が可能となる。出金時に複数の金融機関の利用が可能なＡＴＭ２の場合は、スマ
ートフォン１の口座情報にあらかじめ優先順位をつけておく。そして、複数の金融機関に
対して出金予約をした場合、ＡＴＭ２で出金する際に、スマートフォン１において優先順
位を表示するとともに、ＡＴＭ２において当該優先順位を読み取って出金処理を実行すれ
ばよい。
【００４０】
　本発明では、上述した実施形態以外にも、以下のような種々の実施形態を採用すること
ができる。
【００４１】
　前記の実施形態では、携帯機としてスマートフォンを例に挙げたが、携帯機はタブレッ
ト端末や、利用者が身体に装着するウェアラブル端末（たとえば腕時計型の端末装置）な
どであってもよい。
【００４２】
　前記の実施形態では、取引処理装置としてＡＴＭを例に挙げたが、取引処理装置は、出
金専用のＣＤ（Cash Dispenser）や、店舗のレジに設置されるＰＯＳ（Point of Sales）
端末などであってもよい。
【００４３】
　前記の実施形態では、ＡＴＭ２に設ける読取部として近距離無線部２７を例に挙げたが
、読取部は、無線に代えて光学的にスマートフォン１から口座情報を読み取るバーコード
リーダなどであってもよい。
【００４４】
　前記の実施形態では、ＡＴＭ２での出金実行時に、予約金額の全額が支払われる例を挙
げたが、出金実行時に、予約金額の全額支払と一部支払とを選択する選択ボタン（図示省
略）を出金通知画面６０Ｂに表示し、一部支払の選択ボタンが押下された場合は、利用者
が入力した支払金額（予約金額未満）の現金を出金するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００４５】
　　１　　スマートフォン（携帯機）
　　２　　ＡＴＭ（取引処理装置）
　　３　　ネットバンキングサーバ
　　４　　ホストコンピュータ
　　５　　顧客情報データベース
　　６　　勘定系マスタデータベース
　　７　　インターネット（第１の通信回線）



(9) JP 2020-187397 A 2020.11.19

　　８　　専用回線（第２の通信回線）
　　９　　専用回線
　　１０　センター装置
　　２７　近距離無線部（読取部）
　　５０Ｂ　出金予約画面
　　５０Ｃ　予約完了画面
　　１００　出金システム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６－１】
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